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福井市工事検査基準 

  

 

 

(目 的) 

第 1 条  この検査基準は、福井市工事等検査要綱第 8 条に基づき、工事における検査に必

要な技術的事項を定めることにより、検査の適切な実施を図ることを目的とする。 

 

(適 用) 

第 2 条  この基準は、福井市の発注する工事の検査に適用する。ただし、工事の内容により

この基準を適用することが不適当と判断される場合は、この基準によらないことができる。 

 

(検査の内容) 

第 3 条  検査は、当該工事の出来形等を対象として行うものとし、契約図書に基づき、工

事の施工体制、施工状況、出来形、品質及び出来ばえ等について、適否の判断を行うも

のとする。 

 

(検査の方法) 

第 4 条  検査の方法 

検査の方法は、工事検査要綱第 9 条によるほか、現地での実測、目視確認、操作等で

行う検査により実施するもののほか、下記によるものとする。 

(1) 工事の施工体制の検査は、施工体制台帳、施工体系図(下請負編成表)及び下請負業

者届の記載内容及び実施状況について、また現場代理人の常駐、主任(監理)技術者の専

任及び指揮管理状況について適正であるか、別表第 1 に掲げる事項に留意して行うもの

とする。 

(2) 工事の施工状況の検査は、契約の履行状況、工程管理、安全管理及び工事施工状況

等の工事管理状況に関する各種の記録(写真・ビデオによる記録を含む。)(以下「各種の

記録を含む」という。)と、契約図書とを対比し、別表第 2に掲げる事項に留意して行う

ものとする。 

(3) 出来形の検査は、位置、出来形寸法及び出来形管理に関する各種の記録と設計図書

とを対比し、別表第 3 に基づき行うものとする。ただし、外部からの観察、出来形図、

写真等により当該出来形の適否を判断することが困難な場合は、検査職員は、契約約款

の定めるところにより、必要に応じて破壊して検査を行うものとする。 

(4) 品質の検査は、品質及び品質に関する各種の記録と設計図書とを対比し、別表第 4

に基づき行うものとする。ただし、外部からの観察、品質管理の状況を示す資料、写真
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により当該品質の適否を判断することが困難な場合は、検査職員は、契約約款の定める

ところにより、必要に応じて破壊して検査を行うものとする。 

(5) 出来ばえの検査は、別表第 5 に留意し、仕上げ面、とおり、すり付けなどの程度及

び全般的な外観について目視、観察により行うものとする。 

 

(検査の基準)     

第 5 条  検査の技術的基準は、「福井市工事施工管理基準」及び別に定める「福井市工事

技術検査要領」によるものとする。 

(1) 工事内容、施工状況等を勘案し、この基準等を適用することが不適当と判断される

場合は、この基準等によらないことができる。 

 

附則 

この技術基準は、昭和 60年 10 月 1日から適用する。 

この技術基準は、平成 9年 5月 1日から適用する。     

この工事検査基準は、平成 14年 10 月 1日から適用する。 

この工事検査基準は、平成 15年 10 月 1日から適用する。 

   この工事検査基準は、平成 17 年 4 月 1 日から適用する。 

 

別表第 1 工事の施工体制の検査留意事項 

項    目 関  係  書  類 内    容 

1 施工体制 

施工体制台帳、施工体系図

(下請負編成表)及び下請負

業者届 

施工体制の記載内容と実施

状況の確認 

2 現場代理人 現場代理人及び主任技術者

等通知書 

常駐状況の確認 

3 

主任(監理)技術者の専任

及び指揮監督 

現場代理人及び主任技術者

等通知書、 

技術者資格者証又は経歴書 

技術者資格区分、所属会社名

等の確認、専任状況の確認 
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別表第 2 工事の施工状況の検査留意事項 

項    目 関  係  書  類 内    容 

1 

 

 

契約の図書等の施工状況 

 

 

契約書、仕様書 

指示・承諾・協議事項等の処

理内容、支給材料・貸与品及

び工事発生品の処理状況そ

の他契約図書等の履行状況

(他に掲げるものを除く。) 

2 

 

工事施工状況 

施工計画書、工事打合せ簿、

その他関係書類 

工法研究、施工方法及び手戻

りに対する処理状況、現場管

理状況 

3 工程管理 実施工程表、工事打合せ簿 工程管理状況及び進捗内容 

4 
 

安全管理 

 

契約図書、工事打合せ簿 

安全管理状況、交通処理状況

及び措置内容、関係法令 

 

別表第 3  出来形寸法基準 

1.出来形の評定は、工事全般を通したものとする。              

2.出来形とは、設計図書に示された工事目的物の形状寸法である。 

3.出来形管理とは、「福井市土木工事施工管理基準」の測定項目、測定基準及び規格値

に基づく形状寸法を確保する管理体系である。 

工    種 検 査 内 容 検  査  密  度 

矢板工 基準高、変位、根

入長、延長 

250 枚につき 1箇所以上(ただし、

施工延長 250 枚以下の場合は 2 箇

所以上) 

共通的事項 

法枠工 

吹付工 

植生工 

厚さ、法長、 

間隔、幅、延長 

200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合は2箇所

以上) 

基礎工 

 

基準高、根入長、 

偏心 

1 基又は 1 目地間当たり 1 箇所以

上 

 

 

共 

 

 

通 

 

 

 

一 

般 

施

工 

石、ブロック積(張)工 

 

基準高、厚さ、 

幅 

100m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長100m以下の場合は2箇所

以上) 
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工    種 検 査 内 容 検  査  密  度 

 

路盤工 

 

 

 

基準高、幅、厚さ、 

 

200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合は2箇所

以上) 

厚さは、1km につき 1箇所以上 

舗装工 基準高、幅、厚さ、 

横断勾配、平坦性 

 

基準高、幅、厚さ、横断勾配は、

200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合2箇所以

上) 

厚さは、施工面積 10,000 ㎡につき

1 箇所以上コア-により検査(ただ

し、施工面積 10,000 ㎡以下の場合

2箇所以上) 

 

 

 

一 

 

般 

 

施 

 

工 

地盤改良工 基準高、幅、厚さ、 

延長 

200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合は2箇所

以上) 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

通 

土  工 基準高、幅、法長、 200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合は2箇所

以上) 

築堤護岸 基準高、幅、厚さ、 

高さ、法長、延長 

浚渫(川) 基準高、幅、深さ、 

延長 

200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合は2箇所

以上) 

樋門・樋管 

 

 

 

河 

 

 

 

川 

 

水  門 

基準高、幅、厚さ、 

高さ、延長 

水門、樋門、樋管は本体部、呑口

部につき構造図の寸法表示箇所の

任意部分 

函渠は、同種構造物ごと 2 箇所以

上 

堤防護岸 

突堤・人工岬・海域堤防 

基準高、幅、厚さ、 

高さ、延長 

 

海

岸 浚渫(海) 基準高、幅、深さ、 

延長 

200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合は2箇所

以上) 
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工    種 検 査 内 容 検  査  密  度 

砂防ダム 基準高、幅、深さ、 

延長 

構造図の寸法表示箇所の任意箇所 

 

流  路 基準高、幅、厚さ、 

高さ、延長 

200m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長200m以下の場合は2箇所

以上) 

 

 

砂 

 

 

防 
斜面対策 基準高、幅、厚さ、 

高さ、延長 

100m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長100m以下の場合は2箇所

以上) 

コンクリートダム 基準高、幅、ジョ

イント間隔、堤長 

5 ジョイントにつき 1箇所以上  

ダ

ム 

 

フィルダム 基準高、外側境界

線 

5 測点につき 1箇所以上 

道路改良 基準高、幅、厚さ、 

高さ、延長 

100m につき 1 箇所以上(ただし、

施工延長100m以下の場合は2箇所

以上) 

橋梁下部 基準高、幅、厚さ、 

高さ、スパン長、

変位 

スパン長は、各スパンごと 

その他は、同種構造物ごとに 1 基

以上につき構造図の寸法表示箇所

の任意部分 

鋼橋上部 部材寸法、 

基準高、支間長、

中心間距離、 

キャンバー 

コンクリート橋上部 部材寸法、 

基準高、幅、高さ、 

厚さ、 

キャンバー 

部材寸法は、主要部分について寸

法表示箇所の任意部分 

その他、5径間未満は 2箇所以上 

5 径間以上は 2 径間につき 1 箇所

以上 

 

 

 

 

 

 

道 

 

 

 

路 

 

 

 

 

 

 
トンネル 基準高、幅、厚さ、 

高さ、深さ、間隔、

延長 

両坑口を含めて、100m につき 1箇

所以上(ただし、施工延長  200m

以下の場合は両坑口部を含めて 3

箇所以上) 
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工    種 検 査 内 容 検  査  密  度 

下 

 

水 

布  設 (開削) 

基準高、延長、 

勾配、蛇行、亀裂 

施工延長100m以内は、2箇所以上、

施工延長 100m 以上は、50m につき

1箇所以上 

布  設 土被り、延長 延長は、管径ごとに実測。 

土被りは、施工延長 200m 以内は、

3箇所以上、施工延長200m以上は、

50m につき 1箇所以上 

仕切弁、消火栓、空気弁取付 高さ、状態 全数量 

 

上 

 

 

水 

試  験 水圧試験 結果の確認 

布  設 延長、深さ、 全延長 

土被りは、施工延長 200m 以内は、

3箇所以上、施工延長200m以上は、

50m につき 1箇所以上 

水取器、弁取付 プロテクター等の

設置状況 

全数量 

供給管切替 件数、サイズ 施工表確認 

 

 

ガ 

 

 

ス 

試  験 耐圧、気密試験 結果の確認 

農地開発区画 

 

基準高、幅、厚さ、

整理工 

工種ごとに適宜決定する。 

高さ、延長、深さ、法長、管水路

を含む 

暗渠排水工 布設深さ、延長 工種ごとに適宜決定する。 

塗 装 工 

 

塗膜 部材種類別にロットとし、1 ロッ

ト(500 ㎡程度)に 3点以上測定 

 

 

他 

 

 

 

 
その他の構造物 

 

 

工種に応じ、基準

高、幅、高さ、深

さ、法長、長さ等 

同種構造物ごとに適宜決定する。 

建築、機械設備、電気設備 

 

      

・製品又は出来形の形状、寸法の設計値に対する実測値

が許容範囲か及び性能、機能において、実測値が設計値

以上で満足しているか 
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別表第 4  品質検査 

1. 品質の評定は、工事全般を通したものとする。             

2. 品質とは、設計図書に示された工事目的物の規格である。 

3. 品質管理とは、「福井市土木工事施工管理基準」の試験項目、試験基準及び規格値に

基づく全ての段階における品質確保のための管理体系である。 

工      種 検  査  内  容 備   考 

材   料 

 

 

品質及び形状は、設計図書と対比して適切か 観察又は品質証明

により検査する。 

場合により実測す

る。 

基  礎  工

(地盤改良工

事を含む) 

 

1.支持力は、設計図書と対比して適切か 

2.仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

3. 基礎の位置、上部との接合部は適切か 

4.杭に損傷、補修跡が無いか、杭の打止め管理ま

たは場所打ち杭等の施工管理方法が整備され、か

つ記録されているか 

5.水平度、安全度、鉛直度等の確認 

6.場所打杭についてトレミー管をコンクリート内

に 2m以上入れて施工しているか 

7.溶接の品質管理、現場円周溶接部の目違いの管

理 

8.掘削深度、排出土砂、孔内水位の変動及び安定

液を用いる場合の孔内の安定液濃度、比重等の管

理 

9.ライナープレートの組立時の偏心と歪みに対す

る配慮 

10.裏込め材の注入圧力の施工管理 

 

 

共 

 

 

 

 

 

通 

土   工 

(切土、盛土、

築堤等工事) 

1.土質、岩質は、設計図書と一致しているか 

2.施工基面の平滑さ、掘削面以下を乱さないよう

施工しているか 

3.雨水による崩壊防止対策 

4.支持力又は密度は、設計図書と対比して適切か 

5.段切り、法面植生工の時期 

6.盛土時の伐開除根 

主に施工管理記録

及び観察により検

査する。 

場合により実測

する。 
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工      種 検  査  内  容 備   考 

土   工 

(切土、盛土、

築堤等工事) 

 

7.土羽土の土質 

8.締固目の施工条件、構造物周辺の締固目、土羽

土の土質の適正さ、土質にあった締固目密度管理 

9.法面のクラック、損傷部がないか 

コンクリー

ト構造物工

事(RC 床版工

事を含む) 

1.コンクリートの強度、スランプ、塩化物総量値、

アルカリ骨材反応対策等は、設計図書と対比して

適切か 

2.運搬時間、締固目、養生方法は、適切か 

3.鉄筋の規格(ミルシート)、強度(引張、曲げの試

験値)、加工･組立は適切か 

4.スペーサーの材質、配置 

5.コンクリート打設までの鉄筋の保管管理 

6.圧接作業に当たり、作業員の技量確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造物の機

能 

構造物又は付属設備等の性能は、設計図書と対比

して適切か 

主に実際に操作し

検査する。 

コンクリート 2 次

製品工事 

(L 型、Box、U 字溝、

縁石ﾌﾞロック、BF

等) 

 

1.施工基面の平滑さ 

2.根入れが図面とおりか 

3.コンクリート構造物のきめ細やかさ 

4.継目処理の適切さ 

5.製品の破損 

6.法面のとおり 

河川工事 

 

 

1. 仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.盛土・掘削工にあたって、地形･地質の硬軟・現

地の状況・気象条件等に応じて安全施工 

3.盛土工にあたっては、盛土材料とともに締固め

られ、地盤と盛土との一体性確保 

4.掘削工では、施工中の地山の挙動を監視し他の

施設に影響を与えることなく平滑に規定断面を仕

上げたか 

5.床堀仕上がり面等において、地山を乱さないよ

うに、かつ不陸が生じないよう施工されているか 

 



 9

 

工      種 検  査  内  容 備  考 

河川工事 

 

6.法面整形にあたつて、法面崩壊が起こらないよ

うに施工されているか 

7.ブロック等は、凸凹がなくはめ込まれ表面が平

滑か 

8.石やブロック等は、裏込め材などにより空隙が

なく、地山との一体性確保 

9.地山の流出・侵食等が生じないよう施工された

か 

10.シート等の設置において、法面を平滑に仕上げ

シートの重ね合わせ等が仕様書等に定められた規

格値を満足しているか 

11.自然型河川工法の施工において、自然景観等の

設計目標を満たしているか 

 

護岸・根固め・排

水路工事 

 

 

 

 

 

 

 

1.裏込め材、胴込めコンクリートの充填、締固目 

2.緑化ブロック・石積(張)・かごマツト等で材料

のかみ合わせ又は連結 

3.護岸工の端部、曲線部等の処理・強度･水密性 

4.遮水シートが所定の幅で重ね合わせられ、端部

処理が適切か 

5.植生工で施工後の養生 

6.根固工、水制工、沈床工、捨石工等で材料の連

結またはかみ合わせが適切か 

工場製作 

 

 

 

 

 

1.鋼材のミルシート等 

2.溶接の技量確認 

3.塗装の管理 

4.素地調整の場合、第一種ケレン後 4 時間以内に

金属前処理塗装を実施しているか 

5.塗料の空き缶管理(確実に空) 

鋼 橋

工 事

(堰 

水 門

等 工

場 製

作 含

む) 

架設 1.ボルトの締付け確認 

2.ボルトの締付機、測定器のキャリブレーション 

3.支承の据付時のコンクリート面のチッピング、

モルタル付着、仕上げ面の水切り勾配 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

共通 1.配合試験、試験練り、適切なコンクリート規格 

2.供試体 

3.施工条件、気象条件に適した運搬時間、打設投

入高さ、締固目、養生方法 

4.型枠、支保工の管理、 

5.その他地山との取合わせ、鉄筋のミルシート 

砂防構造物 1.コンクリート打設までの鉄筋保管管理、組立･

加工 

2.施工基面の平滑さ 

3.ボルトの締付け、 

4.アンカーの施工 

5.ボルトの締付機、測定機器のキャリブレーショ

ン 

砂

防

構

造

物 

工

事

及

び

地 

す

べ

り

工

事 

(集

水

井

戸 

工

事

含

む) 

 

地すべり対

策工事(抑止

杭･集排水・

集水井戸工

事含む) 

 

1.アンカーの施工 

2.ライナープレートの組立に当たり、偏心とゆが

み、すきま 

3.ライナープレートと地山との隙間 

4.集水、排水ボーリング工の方向、角度の適正に

なるような配慮 

5.地すべりの状況を把握し、掘削幅の地盤構造、

湧き水等の記録の整備 

6.保孔管が削孔全長に挿入されているか 

7.検尺についての監督確認がされているか 

港

湾

構

造

物

工

事 

浚渫･床堀関

係 

1.滑り防止等環境保全に十分注意して施工してい

るか 

2.浚渫工、床堀工の施工が仕様書等とおりか 

3.浮泥を巻き込まないように置換材を投入してい

るか 
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工    種 検  査  内  容 備  考 

地盤改良関

係 

1.サンド・砕石ドレーンが連続した一様な形状に

施工されたか 

2.ペーパードレーンか計画水深まで破損なく正常

に形成されているか 

3.サンドコンパクションパイルか連続した一様な

形状に施工されたか 

4.ロッドコンパクションの打込記録から一様な品

質の施工が確認できるか 

5.深層混合処理の打込記録から、仕様書に定めら

れている事項が確認できるか 

6.マツトが破損なく施工され、記録により確認で

きるか 

基礎工関係 

 

 

 

 

1.捨石、被覆及び根固め石は、仕様書に規定した

規格を満足しているか 

2. 捨石、被覆及び根固め石が、ゆるみのないよう

施工され、記録により確認できるか 

3.捨石基礎の均し面の平坦仕上げ 

本体工関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.鋼材の数量照合がミルシート等で(現物照合含

む)で確認できるか 

2.杭、矢板及び鋼管に損傷及び補修痕がないか 

3.杭、矢板及び鋼管の打止めの施工管理が整備さ

れ、かつ記録により確認できるか 

4.控工、ケーソン進水･仮置･曳航･回航、ケーソン

据付・中詰の施工が仕様書とおりか 

5.コンクリートブロック配置、仮置(転倒管理)、

据付が仕様書とおりか 

港

湾

構

造

物

工

事

(浚

渫･

海

岸

築

造

工

事) 

裏込め関係 1.裏込めが既設構造物及び防砂目地板の損傷に注

意して施工され、記録により確認できるか 

2.防砂シートの敷設において、破損及び所定の重

ね合わせが確認できるか 
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 付属工関係 1.付属工の施工が仕様書とおりか 

2.溶接及び切断の品質管理に関して仕様書とおり

か 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 

 その他 1.型枠、支保工の取外しの適切な管理 

2.気象条件に適したコンクリート打設 

3. 供試体の確認 

 

 

路

床 ･

路 盤

工 

 

 

 

 

1.路床の施工に先たち、土質、湧水等の現地状況

の調査 

2.路盤材料の合成粒度は、設計図書と一致してい

るか 

3.支持力又は締固め密度は、設計図書と対比して

適切か 

4. 路床･路盤のプルーフローリング 

5.凍上抑制層の密度管理 

主に施工管理記録

及び観察により検

査する。 

場合により実測す

る。 

ア ス

フ ァ

ル ト

舗 装

工  

1.アスファルト使用量、骨材粒度、密度及び舗装

温度は、設計図書と対比して適切か 

2. 気象条件に適した運搬方法、舗設作業の配慮

3.舗装の各層の継目、目地の処理が仕様書とおり

か 

4.舗設後の道路開放 

5.混合物の温度管理がプラント出荷時・現場到着

時･舗設時当で整理･記録されているか 

主に既に採取され

たコア-及び現地

の観察並びに施工

管理資料により検

査する 

場合により実測す

る。 

道 

 

 

 

路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舗装 

 

 

 

 

 

 

コ ン

ク リ

ー ト

舗装 

1.コンクリートの規格(強度･W/C・最大骨材粒径・

塩基総量等)確認 

2. 供試体の確認 

3. 施工条件及び気象条件に適した運搬方法、打設

時間、養生方法 

4.チェアー、タイバー等の保管管理 
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 コンクリー

ト橋工事 

1.仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.鉄筋の組立及び継手部が、示方書、仕様書とお

りか 

3.スペーサーの材質、配置 

4.型枠、支保工の取外しの管理 

5. 供試体の確認、圧縮強度の確認 

6.気象条件に適した運搬方法、打設時間、締固目 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 

  

コンクリー

ト橋工事 

7.コンクリート打継目部処理、現場養生が仕様書

とおりか 

8.特殊コンクリートの施工条件遵守 

9.プレストレッシング時のコンクリート強度が最

大圧縮応力度の 1.7 倍以上の確認 

10.緊張及びグラウト管理 

11.装置(機器)のキャリブレーションの実施 

12.プレビーム桁のブレフレクション管理 

13.モツコン跡からの漏水は無いか 

14.構造物に影響を与えるクラックの発生 

15.圧接の技量確認 
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 トンネル工

事 

1. 仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.日々計測管理を行い、それに基づいた施工確認 

3. 金網の継目を 15 ㎝(1 目)以上重ね合わせを確

認 

4.施工に先立ち配合試験を行いコンクリートの品

質向上に取り組んでいるか 

5.吹付けコンクリートは浮石等を除いた後に、15

㎝以下の厚さで地山と密着するよう施工されてい

るか 

6. 吹付けコンクリートの打継部の施工で清掃、湿

潤状態確認及び吹付けコンクリートのはね返りの

少ないのを確認 

7.覆工コンクリート打設時、型枠に偏圧を与えて

いないか 

8.コンクリート打継目部処理が仕様書とおりか 

9.ロックボルト挿入前にくり粉除去の清掃 

10.逆巻の場合、側壁コンクリートとアーチコンク

リートの打継目が同一線上にないこと確認 

11.レイタンスを取除き、新旧コンクリートの密着

が確認できる 

12.供試体 

13.構造物に影響を与えるクラックの発生 

14.型枠、支保工の管理 

 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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コンクリー

トダム 

 

1.仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.基礎処理施工要領書等に示された規定に従い実

施しているか 

3.鉄筋の組立及び継手部が、示方書、仕様書とお

りか 

4.スペーサーの配置 

5.型枠、支保工の取外しの管理 

6. 供試体の確認、圧縮強度の確認 

7.気象条件に適した運搬方法、打設時間、締固目、

8.コンクリート打継目部処理、現場養生が仕様書

とおりか 

9.特殊コンクリートの施工条件遵守 

10.コンクリート打継部の処理が仕様書等に従い

施工されているか 

11.コンクリート打設方法(リフト差、リフト高)

が確認できるか 

12.埋設計器が設置要領に従い設置され、正常な動

作が確認できるか 

13.周辺地山の法面上、その他付帯構造物は設計図

書に基づいて実施されているか 

14.モツコン跡からの漏水は無いか 

15.構造物に影響を与えるクラックの発生 

  

ダ 

 

ム 

 

フィルダム 1.材料の品質規格証明書の整備 

2.基礎処理、盛り立て施工要領書とおりか 

3.施工基面、法面が平滑か 

4.雨水による崩壊対策 

5.気象条件を考慮した施工 

6.鉄筋の加工･組立 

 

 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 

法 共通 施工基面の平滑仕上げ  
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種子吹付、客

土吹付、厚層

機材吹付工 

 

1.土壌試験を実施し、施工に反映 

2.ネット等の重ね幅が 10㎝以上確保 

3.吹付け厚さの均等 

4.吹付け厚さによっては、2 層以上に分けて行っ

ているか 

コンクリー

ト又はモル

タル吹付け

工 

1. 金網等の重ね幅が 10㎝以上確保 

2. 吹付け厚さの均等 

3. 供試体の確認 

4.跳ね返り材料が適切に処理されているか 

現場打法枠

工、プレキャ

スト法枠工 

1.アンカーの施工長さ、適切な打込み 

2.現場養生 

3. 供試体の確認 

4.枠内の空隙、層間の剥離がないことの確認 

5. .跳ね返り材料が適切に処理されている 

面

工

事 

張芝工、筋工 

 

 

 

1.植生材料は枯損がなく健全か 

2.植生材料が施工面に凸凹がなく密着しているか 

3.植生工の時期が適切か 

植栽工事 

 

1. 仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.植栽用客土は土壌硬度試験及び土壌試験(PH)を

実施し、施工に反映しているか 

3.活着管理及び樹木等に損傷、はちくずれ等がな

く保護養生が適切か 

4.樹木等の生育に害のあるものの除去 

5.余剰枝の剪定、整姿その他必要な手入れが行わ

れているか 

6.肥料が直接樹木の根に触れないよう均一に施肥

されているか 

7.吹付け芝の厚さが均等に管理されているか 

8.芝工等の現場養生が仕様書とおりか 

9.供試体が当該現場のものであることの確認 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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公園、造園工事 1. 仕様書等で定められた品質管理、材料の品質及

び形状が設計図書等との適切性確認ができ証明書

の整備 

2.部品の品質及び形状が設計図書等との適切性確

認ができ証明書の整備 

3.遊戯施設等の機能と安全性が設計図書との適切

性確認ができ証明書の整備 

4.広場等で表面排水勾配は適切か 

5.場内舗装の施工方法及び品質確保は適切か 

6.植物、公園資料等による修景効果向上について

の配慮が事前に十分検討されているか 

塗装工事 1.仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.塗装面の乾燥状態(重ね塗り含む) 

3.新設時の素地調整の場合、ケレン後約 4 時間以

内に金属前処理塗装の実施 

4.ケレンの確実性 

5.気温、湿度の管理 

6.塗料を使用前に攪拌し、容器の底部に顔料が沈

殿しないよう使用しているか 

7.塗り残し、気泡、むら、たれ、刷毛目等の欠陥 

8.塗膜に有害な付着物がない 

9.空き缶管理 

 

防護柵(網)・標識･

区画線等設置工事 

 

 

 

 

 

1.仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.各基準･規程に従い適切に施工し規格値を満足

しているか 

3.ペイント式(常温式)区画線に使用するシンナー

の使用量が 10％以下であるか 

4.空き缶管理 

 

管水路 1. 材料の品質規格証明書の整備 

2.中心線の通り 

3.地盤、基礎面に不陸がないか 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

管水路 4.管の吊込み、据付の際に常に十分な注意を払っ

ているか 

5.管の両端が均等に埋戻され、仕様書等に示す条

件により締固目が実施されているか 

6.コンクリート構造物にきめ細かな施工がうかが

えるか 

 

共通 1.使用資材の品質規格証明書の整理 農

地

造

成

工

事 

面関係 1.伐根排根、除レキで付着土を脱落させているか 

2.石レキ除去で、レキの堆積場所についてほ場毎

に、堆積位置計画書を作成し、承諾を受けて施工

しているか 

3.排レキの堆積に当たり、レキ以外の排除物と区

分し排除レキ量が計測しやすいように堆積してい

るか 

4.石レキ除去後の跡地は、平らに均されているか 

5.表土厚の事前調査は、適切か 

6.表土はぎ取りは、雑物・石レキ・不良土が混入

していないか 

7.降雨後、ほ場の泥濘化を助長するような機械作

業をしていないか 

8.表土の基盤への混入や逸散、集積した表土の流

亡失がないか 

9.基盤の盛り立ての適切さ 

10.土壌改良剤を 2種類以上同時に散布する場合、

層状に相互に積み込みを行い施工しているか 

11.播種時(強風・降雨･干天・発芽の良好な時期) 

12.鎮圧は、播種後速やかに、また、機械器具に耕

土が付着する状態をさけて施工しているか 

13.心土破砕は、施工前にけん引方向の計画を立

て、施工計画とおり施工しているかまた、良好な

時期か 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

パドック 

 

1.パドックば路床･ば路盤･ば凍上抑制層・ば表層

の品質管理は適切か 

障壁物 1.障壁物の本柱にキズ、塗装に損傷がないか、本

柱の打込みは、緩衝材を用いて施工しているか 

農

地

造

成

工

事 客土工事 1.土取場において、埋木、石塊、雪塊等を除去し、

客入土に混入していないか 

2.土取場の土質確認 

3.運搬時の過積載、タコメーターによる安全管理、

運搬経路の清掃 

4.土取場内で大きな土塊を砕いているか 

5.ほ場内小運搬は、均等に客土を分散できるよう

に計画図を作成し、施工しているか 

 暗渠排水工

事 

1. 使用材料の品質規格証明書の整理 

2.施工に先立ち、各ほ場の吸水渠や集水渠の深さ、

勾配の計画をした物を監督員の確認を受けた後、

施工しているか 

3.管内に土砂･泥水が入らないように、渠底部に凸

凹や蛇行がないか 

4.淡水、湧水がある場合、適当な水切り等を設け

施工しているか 

5.管は通り良く布設され、異形管になじみよく取

付けられているか、埋戻しは適切か 

6.疎水材が管の周囲に均等に施工されているか 

7.水田の埋戻しの締固目は入念に施工されている

か 

区画整理工事 1.施工に先立ち地区内の地表、地下水を排除して

いるか 

2.施工に先立ち表土の堆積場所を計画し、適切に

実施しているか 

3.表土厚の事前調査は、適切か 

4.表土はぎ取りは、雑物・石レキ・不良土が混入

していないか 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

区画整理工事 5. .降雨後、ほ場の泥濘化を助長するような機械

作業をしていないか 

6.表土の基盤への混入や逸散、集積した表土の流

亡失がないか 

7.基盤の盛り立ての適切さ 

8.道路、水路、畦畔、構造物周辺の締固目は適切

か 

9.法面の有害なクラツクや損傷部がないか 

10.用排水路の深さ、勾配は適切に施工されている

か 

11 敷砂利の厚さは、適切か 

材料関係 1.仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.材料の傷、汚れ等のないこと 

3.材料の保管状況 

管渠(本管、

取付管等)関

係 

1.事前にやり方を設置し、施工基面の高さをチエ

ックしているか 

2.管渠(管布設・矩形渠布設･推進･シールド)工に

おいて出来高管理基準を満たしており、目立つた

屈曲や沈下がない、規定の勾配、基準高さを満足

しているか 

3.管渠に影響を与えるクラックや変形がない 

4.漏水箇所がない 

5.管渠止めにおいて止水滑材や接着剤等のはみ出

し等がない(接合が確実か) 

6.管渠継手部及びマンホール連結部の目地仕上げ 

7.推進管の裏込め材料が十分充填されているか 

8.安全かつ確実な方法で施工しているか 

下

水

道

工

事 

マンホール、

桝関係 

1.マンホールにおいて、出来高管理基準を満足し、

連結部には止水シール･止水ゴムが適切に使用さ

れ、各部材には、クラック等がなく漏水がない 

2. マンホールの足掛金物の位置、方向が適正であ

り、鉄蓋は、がたつきがなく、仕上がり天端高の

状態 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

マンホール、

桝関係 

3.インバートは形状、勾配等が適正で漏水が無く、

表面仕上げが適切か 

4.桝の天端は周辺地盤になじみ、土地境界石、そ

の他周辺の復旧仕上がりが良いか 

5.桝の取付管は、理由のない屈曲や目立った沈下

がないか 

6.施設内に土砂･モルタル･材料の断片等がなく、

清掃されているか 

下

水

道

工

事 

土工その他 1.掘削時の土留め方法や推進時の掘進方法による

周辺地盤の影響が見られないか(矢板抜きの際の

水締め等含む) 

2.埋戻しにおいて、締固目が適切な方法で行われ、

工事終了後の沈下が見られないか 

3.舗装復旧において、施工が仕様書とおりで、既

設舗装との段差がなく、舗装切断跡が残っていな

い等仕上がり状態 

管路工事(ガス・水

道工事) 

1.仕様書等で定められた品質管理、材料の品質規

格証明書の整備 

2.施工に先立ち、試験堀を実施し、施工計画書を

立てているか 

3.接合面の適切な処理、接合器材の管理･取扱いが

適切か 

4.接合結果(ボルトの締付け確認)、管布設状況が

記録され確認できるか 

5.施工基面の平滑さ、管接合部の会所堀りが適切

か 

6.曲管部、分岐部の施工状況が確認出来、適切な

処理がなされているか 

7.施工条件に適した方法で作業が行われているか 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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管路工事(ガス・水

道工事) 

8.規定の土被りが確保され、締固目を適切な条件

で施工しているか 

9.附属構造物にきめ細かな施工がうかがえるか 

10.掘削時の土留め方法や推進時の掘進方法によ

る周辺地盤の影響が見られないか 

11.埋戻しにおいて、締固目が適切な方法で行わ

れ、工事終了後の沈下が見られないか 

12.舗装復旧において、施工が仕様書とおりで、既

設舗装との段差がなく、舗装切断跡が残っていな

い等仕上がり状態 

施

設

機

械

設

備 

・用排水ポン

プ 

・鋼製附属設

備 

・水門設備 

・除塵設備 

・水管橋 

・プラント 

1. 設計図書等で定められた品質、形状、材料の証

明書の整備 

(材料、部品、機械単体品、設備の機能) 

2.据付基準線、基準高 

3.配電盤類の各種試験が行われているか 

4.動作試験は正常か 

5.電線類の接続部は適切か 

6.シーケンスに従い正常な動作か 

7.基礎ボルトの締付け 

8.ピット内の電線類は、整然と配置され、行き先

札があるか 

9.地中電線路の深さ、間隔 

10.設置工事は、関係書に従い設置されているか 

11.溶接施工は注意事項が守られているか 

12.設備の機能が設計図書等との適切確認ができ

るか 

 

電気通信・受変電

設備 

1.設計図書等で定められた品質、形状、材料の証

明書の整備 

(材料、部品、機械単体品、設備の機能) 

2.設備の機能が設計図書等との適正が確認でき、

その機能の証明書の整備 

3.設備全体としての運転性能(工場及び現地試験

結果)がよく、所定の能力を満足 

 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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電気通信・受変電

設備 

4.完成図書において、設備の機能(性能)が容易に

判別でき、単体品の製造年月日等が判別できるよ

う整備されているか 

5.盤内機器の取付け及び配線の仕上がり、盤内機

器の性能検査表の整備 

6.配電盤類の各種試験が行われているか 

7.動作試験は正常か 

8.電線類の接続部は適切か 

9.シーケンスに従い正常な動作か 

10.基礎ボルトの締付け 

11.ピット内の電線類は、整然と配置され、行き先

札があるか 

12.地中電線路の深さ、間隔 

13.設置工事は、関係書に従い設置されているか 

 

躯体工

事 

 

 

1.品質管理方法が明確で品質確保に創意工夫があ

るか 

2.施工計画書に定められた品質計画により管理さ

れているか 

3.材料の品質及び形状、証明が適切か 

4.請負者の品質計画による品質管理記録が整備さ

れているか 

5.施工の品質･形状が適切で良好な施工か 

6.不可視部分の写真記録は適切か 

建

築

工

事 

 

 

新

築

工

事 

 

 

仕上げ

工事 

1.品質管理方法が明確で品質確保に創意工夫があ

るか 

2.施工計画書に定められた品質計画により管理さ

れているか 

3.材料の品質証明が適切か 

4.請負者の品質計画による品質管理記録が整備さ

れているか 

5.施工の品質･形状が適切で良好な施工か 

 

 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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 改修工事 1.品質管理方法が明確であるか 

2.施工計画書に定められた品質計画により管理さ

れているか 

3.材料の品質証明が適切か 

4.請負者の品質計画による品質管理記録が整備さ

れているか 

5.施工の品質･形状が適切で良好な施工か 

機材 1.品質及び形状について、設計図書等に適合する

証明書が整備されているか、材質の品質照合がミ

ルシート等(現物照合含む)で確認できるか 

2.製造者による試験が的確に行われ、設計図書等

に適合する証明書が整備されているか 

建

築

電

気

・

機

械

設

備

工

事 

施工 1.品質計画による品質管理記録が整備されている

か 

2.施工の品質及び形状が適切で良好な施工である

か 

3.施工完了時の試験及び記録が適切であるか 

4.機能・性能の適切性が確認でき、試運転等の記

録が整備されているか(設備の総合性能) 

5.操作制御関係が、所定の機能を満足しているか、

必要な安全装置、保護装置の機能 

6.溶接・塗装管理は、適切か 

7. 不可視部分の写真記録は適切か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第 5  出来ばえ検査 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

道路改良工事 ・ 構造物の通り及び端部の処理 

・ 切土・盛土の端部の処理 

・ 植生、吹付等の状態が均一である 

・ 施工管理記録等から不可視部分の出来栄えの

良さがうかがえる 

・ 関係構造物との取合い 

・ 構造物の肌・施工継目及び全体的な美観 

基礎工工事(地盤

改良等を含む) 

・ 土工関係の仕上げ、とおりが良い 

・ 端部、天端仕上げ 

・ 施工管理記録等から不可視部分の出来栄えの

良さがうかがえる 

港湾築造工事(浚

渫、河川、海岸築

造工事) 

・ 土土・構造物の通り及び端部の処理 

・ 材料のかみ合わせ、またクラックがないか 

・ 植生、吹付等の状態が均一 

・ 構造物へのすり付け 

・ 構造物の肌・施工継目及び全体的な美観 

・ 施工管理記録等から不可視部分の出来栄えの

良さがうかがえる 

コンクリート構造

物工事 

砂防構造物工事 

トンネル工事 

・ 構造物の肌･通り及び端部の処理 

・ 天端・端部仕上げの状態 

・ クラック及び漏水 

・ 全体的な美観 

コンクリート 2 次

製品工事((L 型、

Box、U字溝、縁石

ﾌﾞロック、BF等)) 

・ 構造物の通り及び既設構造物へのすりつけ 

・ 天端・端部仕上げの状態 

・ きめ細かな施工 

・ 全体的な美観 

 

法面工事 ・ 構造物の通り及び端部の処理 

・ 植生、吹付等の状態が均一で全体的な美観 

・ 剥離およびクラック 

・ 構造物の肌・施工継目及び全体的な美観 

 

観察による。 

場合により実測 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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切土工事 ・ 規定された勾配か 

・ 法面の浮石除去等表面の状態、法面勾配変化

部には干渉部を設け、施工は適切か 

・ 施工面の木根等、滞水防止等の処理が確実か 

・ 関係構造物との取合い 

・ 残土等の処理 

用排水路、護岸･

根固・水制工 

・ 通り 

・ 材料のかみ合わせ、またクラツクがないか 

・ 天端、端部の仕上げ 

・ 既製構造物とのすり付け 

・ 全体的な美観 

地すべり防止工事 ・ 地山との取合い 

・ 天端、端部の仕上げ 

・ 施工管理記録等から不可視部分の出来栄えの

良さがうかがえる 

・ 全体的な美観 

コンクリー

トダム 

・ 土工の仕上がり、とおり 

・ 土工の構造物へのすりつけ 

・ 吹付け(植生、コンクリート等)の状態の均一

さ 

・ コンクリート構造物の肌、とおり 

・ 天端、端部仕上げ 

・ クラツク、漏水 

・ 施設のとおり(排水側溝、フェンス等) 

・ 堤体法面保護工の仕上げの状態 

・ 全体的な美観 

ダ

ム 

フィルダム ・ 土工の仕上がり、とおり 

・ 土工の構造物へのすりつけ 

・ 吹付け(植生、コンクリート等)の状態の均一

さ 

・ コンクリート構造物の肌、とおり 

・ 天端、端部仕上げ 

・ クラツク 

・ 施設のとおり(排水側溝、フェンス等) 

・全体的な美観 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

土工事(盛土・築堤

工事) 

・ 仕上げ、とおり 

・ 端部処理 

・ 構造物へのすりつけ 

・ 全体的な美観 

コンクリート橋工

事 

・ 構造物の肌･通り 

・ 天端・端部仕上げの状態 

・ 支承部の仕上げ 

・ クラック及び漏水 

・ 全体的な美観 

鋼橋工事 ・ 部材表面の傷・錆がないか 

・ 表面に補修箇所がないか 

・ 溶接・塗装の均一性 

・ 全体的な美観 

舗装工事 ・ 舗装の平坦性及び雨水処理状況 

・ 構造物の通り 

・ 端部の処理 

・ 舗装の均一性及び構造物への擦付状態 

・ 雨水処理 

・ 全体的な美観 

防護柵(網)工事 ・ とおり、端部処理 

・ 部材表面の傷、錆の状態 

・ 既設構造物とのすりつけ 

・ きめ細かな施工 

・ 全体的な美観 

標識工事 ・ 設置位置への配慮 

・ 標識の向き、角度、支柱のとおり 

・ 標識板、支柱の変色 

・ 基礎の埋戻しの入念さ 

・ 全体的な取扱いの容易さ 

区画線工事 ・ 塗布の均一性、視認性 

・ 接着状態 

・ 施工前の清掃の入念さ 

・ 全体的な美観 
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工      種 検  査  内  容 備  考 

管水路工事 ・ 埋戻しに凸凹がなく仕上がりの状態 

・ 在来地盤へのすりつけ 

・ 付帯構造物のきめ細かな施工 

・ 管体内の土砂、異物及び損傷、汚れ 

・ 全体的な美観 

単体礁工

事(コン

クリート

ブロック

の場合) 

・ コンクリート構造物の肌 

・ 構造物に影響を与えるクラツク 

・ 計画位置に設置され、広がりが均一で全体的

なバランス 

魚礁工事

(鋼製ブ

ロックの

場合) 

・ 表面の補修箇所 

・ 部材表面の傷、錆 

・ 溶接の均一性 

・ 全体的な美観 

・ 計画位置に設置され、広がりが均一で全体的

なバランス 

漁礁工

事 ( コ

ンクリ

ートブ

ロック

の 場

合) 

囲い礁工

事 

・ コンクリート構造物の肌 

・ 構造物に影響を与えるクラツク 

・ 法線の出入りがなく、石材が均一に敷設され、

全体のバランス 

維持改修工事 ・ 既設構造物への擦付及び全体的な美観 

・ 小構造物のきめ細かな施工 

 

農地

造成

工事

等 

面関係 ・ ほ場面の平坦性が良く、表面水か溜まる心配

のある凹部かないか 

・ ほ場隅角部の施工のきめ細かさ 

・ ほ場区画のとおり 

・ 層厚調整の切土･盛土の法面整形 

・ 畑面にレキが見えるか 

・ 種子の全てのタイプの生育 

・ 付帯構造物のすりつけ 

・ 仮設関係を含め跡片付け 

・ 全体的な美観 

 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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パドック ・ 舗装の平坦性が良く、雨水が滞水しないよう

に仕上がっているか 

・ 構造物のとおり、端部処理 

・ 構造物、付帯構造物へのすりつけ 

・ 仮設関係を含め跡片付け 

・ 全体的な美観 

隔障物 ・ 隔障物のとおり 

・ 張線のたるみが無く、各段の間隔は均一か 

・ 付帯構造物へのすりつけ 

・ 仮設関係を含め跡片付け 

・ 全体的な美観 

客土 ・ ほ場面の平坦性 

・ 搬入した客土をほ場に概ね均等に分散してい

るか 

・ ほ場隅角部の施工のきめ細かさ 

・ 土取場は土砂の流出の心配がないか後始末の

状態 

・ 仮設関係を含め跡片付け 

・ 全体的な美観 

 

暗渠排水 

 

・ 吸水渠及び排水渠のとおり、排水口部の入念

な施工 

・ 付帯明渠等の法面仕上げ、とおり及び排水口

部の入念な施工 

・ 埋戻しの入念な施工、凸凹がなく仕上がり状

態(畦畔、排水路工畦畔、田面) 

・ 管の埋設位置、排水路の接続のきめ細かな施

工 

・ 施工管理記録等から不可視部分の出来栄えの

良さがうかがえる 

・ 全体的な美観 

 

区画整理工事 ・ ほ場面の平坦性が良く、水平(指定された勾

配)か 

・ ほ場区画のとおり、畦畔のとおり及び凸凹 

・ほ場隅角部の施工のきめ細かさ 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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区画整理工事 ・法面整形 

・ 付帯構造物のすりつけ 

・ 仮設関係を含めた跡片付け 

・ 全体的な美観 

塗装工事 

 

 

 

 

・ 塗装の均一性 

・ 細部のきめ細かな施工 

・ 補修箇所がない 

・ ケレンの施工状況 

・ 全体的な美観 

植栽工事 ・ 樹木の活着状況 

・ 支柱の取付けの堅個さ、きめ細かい施工 

・ 植栽帯の全体的な美観 

・ 芝工、グランドカバーの仕上げの状態 

・ 修景的美観の配慮 

・ 切盛土仕上がり状態 

公園、造園工事 ・ 施設構造物の肌、とおり、収まり等仕上げの

状態 

・ 舗装の平坦性 

・ 遊具等の作動が安全でかつ良好に作動 

・ 維持管理等の配慮 

・ 全体的な修景 

下水道工事 ・ 仕上げ、とおり 

・ 材料のかみ合わせ 

・ 漏水 

・ 内空面のリラツク、傷はないかまた、補修の

箇所は無いか 

・ 附属構造物の肌、とおり 

・ 既設構造物のすり付け 

・ 施工管理記録等から不可視部分の出来栄えの

良さがうかがえる 

・ 埋戻し及び路面復旧の状態 

 

 

 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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管路工事(ガス･水

道工事) 

・ 管埋設位置は、適切か 

・ 管の接合状況 

・ 施工管理記録等から不可視部分の出来栄えの

良さがうかがえる 

・ 消火栓等附属構造物の路面へのすりつけ 

・ 埋戻し及び路面復旧の状態、舗装の平坦性 

・ 小構造物にも細心の注意が払われているか 

施設機械(運転)設

備工事 

・ 主設備、関連機器設備、制御設備のシステム

で総合的なバランス 

・ 運転性能 

・ 主設備、関連機器設備等にきめ細かな施工が

なされているか 

・ 溶接・塗装・組立に均一性が取れているか 

・ 安全・環境・維持管理への配慮 

・ 製作上の補修傷跡 

・ 全体的な取り扱いの容易さ 

電気設備工事 

 

・ 品質・性能及び構造物への取合 

・ 安全・環境・維持管理への配慮 

・ 全体的な美観 

通信設備工事 

受変電設備工事 

・ 主設備、関連機器設備等の総合的なバランス 

・ きめ細かな施工 

・ 製作上の補修傷跡がないか 

・ 品質・性能及び構造物への取合 

・ 安全・環境・維持管理への配慮 

・ 全体的な取り扱いの容易さ 

建築工事 ・ 建築物の通り、形状が適切か 

・ 機能面の配慮 

・ きめ細かな施工がなされ取合いの収まりや端

部までの仕上がり 

・ 仕上げの均一性、平坦性 

・ 防水の納まり、建具取付・作動 

・ 関連工事との調整がなされ、全体に調和が良

いか 

・ 外構を含め総合的な美観 

 

工      種 検  査  内  容 備  考 
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建築改修工事 ・ きめ細かな施工がなされ取合いの収まりや端

部までの仕上がり 

・ 仕上げの状態 

・ 使い勝手や使用者の安全に対する配慮が適切

か 

・ 既存部分や関連設備との調整がなされ、全体

に調和が良いか 

建築電気設備工事 

 

・ 配管、配線が整然で安全確実な施工 

・ 各種機器、器具、盤類等の配置、用途の配慮

は適切か 

・ 機能性、安全性、環境、保守等に対する配慮

は適切か 

・ 製作上の補修傷跡がないか  

・ きめ細かな施工 

・ 関連工事との調整がなされ、全体に調和が良

いか 

・ 高い品質、性能が確保されている 

・ 運転、保守点検に対する配慮が適切か 

建築機械設備工事 ・ 主設備、関連設備、操作制御が全体的に統制

され、運転操作性は適切か 

・ 機器、配管、ダクト等の納まり 

・ 異常な振動、騒音がなく、動きもスムーズで、

総合的な機能、運転性能が十分発揮されるか

(高い品質、性能) 

・ 機器、システムの点検、操作、維持管理に対

する配慮 

・ 安全性・環境に対する配慮は適切か 

・ きめ細かな施工 

・ 均一な仕上がりで仕上がり状態及び全体的な

美観(溶接･塗装・組立等細部にわたる美観) 

・ 関連工事との調整かなされ、全体に調和が良

くとれた仕上がりか 

 

※1 この表にない工種については、当該工事の特性により適切な評価項目を追加して

評価する。 

※2 複数工種に及ぶ場合は、原則として主たる工種で評価する。 


